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本城 

 

土木学会構造物荷重指針連合小委員会 

 

目次構成私案（たたき台） 
 

本論 

 

Ⅰ部 一般論 

 

1. 基本方針 

2. 目的と範囲 

2.1. 目的 

2.2. 範囲 

2.2.1. 性能設計と作用 

2.2.2. 荷重（作用）因子 

3. 作用・環境的影響の分類と特性値 

3.1. 作用 

3.1.1. 永続作用 

3.1.1.1. 定義 

3.1.1.2. 記述形式 

3.1.2. 変動作用 

3.1.2.1. 定義（静的、動的作用の議論必要） 

3.1.2.2. 記述形式 

3.1.3. 偶発作用 

3.1.3.1. 定義 

3.1.3.2. 記述形式 

3.2. 環境的影響 

4. 作用・環境的影響の組み合わせ 

5. 用語の定義 

 

Ⅱ部 各論 
 

1. 基本方針 

2. 死(固定)作用 

3. （活荷重） 

4. 風作用 

5. 地震作用 

6. 雪作用 

7. 温度作用 

8. 波浪および流体による作用 

9. 地盤作用(geotechnical actions) 

10. 衝撃作用 

11. 環境的影響 

 

 



付録 
 

• 「性能設計における作用・環境的影響指針」補足説明 

• 国際設計指針・基準等における荷重・作用の現状 

• 国内設計指針・基準等における荷重・作用の現状 

• 「荷重（作用）因子」について 

o 荷重（作用）因子の説明 

o 荷重（作用）因子と設計に用いる作用の特性値？ 

• 統計的手法による作用モデルの構築 

• 信頼性理論に基づく作用組み合わせ 

• 部分係数法を用いる場合の部分係数の決定方法（具体例を含む） 

• 偶発作用の考え方（野津提案） 

• 各作用のリンク先、データベース等の紹介 

• 各作用別の補足説明（積極的な Recommendation を歓迎） 

 

 

 

本論の構成の議論に、各作用の代表者が入り、ある程度の合意が得られてから、各論の作

業に入るのがよい。 

 

 


